
安全に効率よく提供
　３月初め、各小学校では６年生に卒業お
祝い給食が出されました。小学生から中学
生まで、一番大切な成長期を支える学校給
食。昨今、孤食や偏食など子どもの食事に
関するさまざまな事象が社会問題となり、

この学校給食の重要性が再認識されるよう
になっています。城陽の学校給食では子ど
もたちのために、また安全で効率よく提供
するために、どのような工夫が凝らされて
いるのでしょうか。ご紹介しましょう。

学
校
給
食 

　
　

献
立
の
工
夫

　

子
ど
も
の
成
長
に
と
っ
て

大
切
な
栄
養
は
、
体
を
つ
く

る
た
ん
ぱ
く
質
や
無
機
質
、

熱
や
力
の
素
に
な
る
脂
肪
や

炭
水
化
物
、
体
の
調
子
を
整

え
る
ビ
タ
ミ
ン
や
カ
ロ
テ
ン

で
す
。

　

学
校
給
食
の
献
立
で
は
、

こ
れ
ら
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
と

れ
る
よ
う
安
全
で
多
様
な
食

品
を
組
み
合
わ
せ
ま
す
。
特

に
、
家
庭
で
の
摂
取
量
が
不

足
し
が
ち
な
カ
ル
シ
ウ
ム
や

ビ
タ
ミ
ン
類
を
多
く
含
む
小

魚
や
海
藻
類
、
緑
黄
色
野
菜

や
豆
類
を
多
く
摂
取
で
き
る

よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　
「
食
事
は
楽
し
い
、
お
い

し
い
」
と
い
う
感
覚
を
育
て
、

多
く
の
食
品
の
味
を
経
験
し

豊
か
な
味
覚
の
形
成
を
図
る

こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

だ
し
は
削
り
節
や
昆
布
な
ど

を
使
い
、
和
え
物
や
サ
ラ
ダ

の
味
つ
け
も
で
き
る
だ
け
酢

や
し
ょ
う
油
か
ら
手
づ
く
り

し
、
化
学
調
味
料
は
使
わ
ず

素
材
か
ら
の
調
理
を
心
掛
け

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
子
ど
も
が

苦
手
な
“
豆
類
”
は
、
潰
し

た
り
味
付
け
を
濃
く
し
た
り

す
る
と
食
べ
や
す
く
は
な
り

ま
す
が
、
豆
は
豆
の
ま
ま
と

し
て
ご
飯
に
混
ぜ
た
り
カ
レ

ー
に
入
れ
た
り
し
て
、
食
材

を
生
か
し
た
形
で
食
べ
や
す

く
し
て
い
ま
す
。

地
産
地
消
で 

　
　

食
育
推
進

　

地
域
で
生
産
さ
れ
た
も
の

を
そ
の
地
域
で
消
費
す
る

「
地
産
地
消
」。

　

学
校
給
食
で
は
城
陽
旬
菜

市
の
協
力
に
よ
り
、
必
要
な

野
菜
の
種
類
と
量
が
確
保
で

き
れ
ば
、
納
入
し
て
も
ら
い

ま
す
。
お
米
や
野
菜
類
の
ほ

か
梅
干
な
ど
、
で
き
る
だ
け

地
域
の
食
材
を
使
う
こ
と
に

よ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
自
分

た
ち
が
住
ん
で
い
る
城
陽
の

農
業
や
農
産
物
へ
の
理
解
が

深
ま
り
ま
す
。

安
心
安
全
を 

　
　

守
る
た
め

　

学
校
給
食
を
安
心
安
全
に

提
供
す
る
た
め
、
国
の
衛
生

管
理
基
準
を
ク
リ
ア
し
、
ド

ラ
イ
シ
ス
テ
ム
（
乾
燥
床
）

も
採
用
し
た
施
設
に
加
え
、

安
全
面
で
さ
ら
に
踏
み
込
ん

だ
工
夫
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

食
材
は
で
き
る
だ
け
素
材

か
ら
調
理
し
、
不
必
要
な
食

品
添
加
物
が
入
っ
て
い
な
い

も
の
を
使
い
ま
す
。
肉
類
は

す
べ
て
国
産
で
牛
肉
は
Ｂ
Ｓ

Ｅ
検
査
済
証
明
な
ど
、
鶏
肉

は
産
地
証
明
付
き
の
も
の
を

使
用
し
、
大
豆
製
品
な
ど
は

遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
で
な

い
も
の
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
薬
の
使
用
を
控

え
た
食
材
を
多
く
使
う
た
め
、

調
理
で
の
虫
の
混
入
を
避
け

る
工
夫
と
し
て
、
野
菜
に
よ

っ
て
は
洗
浄
回
数
を
増
や
し

た
り
、
目
視
で
の
確
認
も
徹

底
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
よ
り
衛
生
的
な

調
理
の
た
め
、
調
理
場
に
入

る
際
の
エ
ア
ー
シ
ャ
ワ
ー
だ

け
で
な
く
白
衣
の
ほ
こ
り
を

粘
着
テ
ー
プ
で
除
去
し
た
り
、

帽
子
の
下
に
さ
ら
に
ネ
ッ
ト

を
被
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以

上
の
工
夫
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
２
学
期
か
ら
、
食

器
を
す
べ
て
Ｐ
Ｅ
Ｎ（
ペ
ン
）

食
器
と
い
う
軽
く
て
さ
ら
に

安
全
な
も
の
に
変
更
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
子
ど
も

た
ち
が
ク
ラ
ス
へ
食
器
を
運

ぶ
時
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま

し
た
。
花
し
ょ
う
ぶ
と
梅
の

絵
柄
も
入
っ
て
子
ど
も
た
ち

に
大
好
評
で
す
。

　

ま
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患

を
抱
え
る
子
ど
も
た
ち
に
対

応
す
る
た
め
、
卵
の
除
去
食

も
提
供
し
て
い
ま
す
。

安
全
に
効
率
よ
く
提
供

　
「
民
間
で
で
き
る
も
の
は

民
間
で
」。
本
市
の
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
は
、
調
理
・
洗

浄
・
配
送
業
務
に
民
間
委
託

を
導
入
し
、
効
率
的
な
運
営

に
よ
り
小
中
学
校
の
完
全
給

食
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

６
年
生
は
中
学
生
に
な
り
、

４
月
か
ら
新
し
い
子
ど
も
が

入
学
し
て
き
ま
す
。
未
来
の

城
陽
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

成
長
を
支
え
る
学
校
給
食
。

こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
お
い
し

い
給
食
を
安
全
に
効
率
よ
く

提
供
で
き
る
よ
う
、
最
善
の

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
☎

（
52
）２
２
０
５

城
陽
市
の
特
長

　

こ
こ
で
、
本
市
の
学
校
給

食
の
特
長
を
何
点
か
ご
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
、
府
下
で
は
数
少
な

い
中
学
校
全
校
で
の
完
全
給

食
（
主
食
・
牛
乳
・
副
食
）

を
、
約
40
年
前
の
昭
和
42
年

か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
元

気
な
城
陽
っ
子
の
豊
か
な
成

長
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
き
ま
し
た
。

　

調
理
場
に
は
全
自
動
炊
飯

シ
ス
テ
ム
な
ど
の
最
新
設
備

を
備
え
て
い
ま
す
が
、
中
で

も
自
慢
は
真
空
冷
却
機
。
ゆ

で
た
野
菜
を
直
ぐ
に
冷
や
す

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
サ
ラ

ダ
や
和
え
物
が
お
い
し
く
食

べ
ら
れ
ま
す
。

▲

Ｐ
Ｅ
Ｎ
食
器

各
栄
養
素
を
１
日
の
摂
取
基
準
に
対
し
、

33
～
50
パ
ー
セ
ン
ト
摂
取
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す

　献立は
６つの基礎食品群をバランスよく

＜調理・献立の主なポイント＞
○汁物・煮物・揚げ物・炒め物・和え物・焼
き物・蒸し物などさまざまな方法で調理

○塩分・糖分はできるだけひかえる
○油の摂取量が多くならないよう、揚げ物は
週１回程度

○家庭で不足しがちな栄養素を積極的に取り
入れる

○日本の伝統食を積極的に取り入れる
○旬のものを取り入れ、季節感のある献立に

主 と してたんぱく
質

主としてし
ぼ

う

主
と
し
て
無
機
質

主
としてカロテン

主
と
し
て
炭
水
化
物

主
と

してビタミ ン Ｃ

からだを
つ
く
る
も
の（
赤
色
）

熱や力
の

も
と
に
な
る
も
の（
黄
色
）

からだの調子をととのえるも
の（
緑色

）

油脂
種実

こく類
いも類
さとう

肉・魚
卵
大豆

牛乳
小魚
海藻

果物
淡色野菜

緑黄色
野菜

　今日は卒業お祝い給食です。パーティ
ー形式で、大皿に盛り付けられたエビフ
ライやフライドチキン、ポテトなど魅力
たっぷりの品々。最後にはパフェも登場
し子どもたちは大喜び。お祝い給食を食
べながら、６年間の給食の思い出などを
お聞きしました。

卒業お祝い給食

喜友名　可那さん
　６年間楽しく食べ
られたのがいい思い
出です。

川村　祐人さん
　ミルクパンが大好
きでした。楽しみな
がら食べました。

岩田　隼槻さん
　家のごはんも給食
もどちらも愛情がこ
もっていておいしい。

横井　美香さん
　給食はいろんなお
かずがたくさん出る
ので、楽しかった。

岩崎　莉歩さん
　１年生初めての給
食がマーボー豆腐。
今でも覚えています。

　「しっかりバランス
良く栄養をとることが
できるとても大切な給
食。好き嫌いも無理や
り全部食べさせず、子
どもに合わせながら少
しずつ努力させるよう
にしています」と担任
の岡本先生。

６年間給食を食べてきて
〜久世小学校６年２組のみなさん〜
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市　の　人　口
3月1日現在

総　数　　79,663人
（男38,483人・女41,180人）

世帯数　　31,028世帯

新型インフルエンザの予防は、手洗い・うがいの励行で！



国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
・
若
年
者
納
付

猶
予
申
請
に
つ
い
て

（1）
保
険
料
免
除

　

失
業
、
事
業
不
振
な
ど
の

減
収
に
よ
る
経
済
的
な
理
由

で
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
人
は
、
申
請
し
て
承
認
を

受
け
れ
ば
保
険
料
の
全
額
・

４
分
の
３
・
半
額
・
４
分
の

１
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
免
除

承
認
は
、
平
成
21
年
中
の
所

得
（
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯

主
）、
天
災
・
失
業
な
ど
の

理
由
に
よ
り
判
定
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、一
部
免
除（
納
付
）

制
度
は
、
納
付
す
べ
き
保
険

料
の
納
付
が
あ
っ
て
有
効
と

な
り
ま
す
。
保
険
料
が
一
部

納
付
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、

未
納
と
同
じ
扱
い
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（2）
若
年
者
納
付
猶
予

　

学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の

人
で
、
（1）
の
保
険
料
免
除
が

適
用
さ
れ
な
か
っ
た
人
で
も
、

本
人
と
配
偶
者
の
平
成
21
年

中
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
は
、
納
付
猶
予
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（1）
・
（2）
い
ず
れ
も
…
▼
対
象

期
間　

平
成
22
年
７
月
〜
23

年
６
月　

※
い
ず
れ
の
期
間

も
老
齢
基
礎
年
金
受
給
資
格

期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、

将
来
受
給
す
る
老
齢
基
礎
年

金
の
年
金
額
計
算
に
お
い
て
、

各
免
除
区
分
に
応
じ
た
年
金

額
が
計
算
さ
れ
ま
す　

▼
申

請
手
続
き
に
必
要
な
も
の　

①
年
金
手
帳　

②
印
か
ん　

③
平
成
22
年
１
月
２
日
以
降

に
本
市
に
転
入
し
た
人
は
、

前
住
所
地
市
町
村
発
行
の
平

成
21
年
分
所
得
に
係
る
所
得

証
明
書　

④
失
業
し
た
人
は
、

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
ま

た
は
雇
用
保
険
被
保
険
者
離

職
票
の
写
し　
申
・
問
国
保

医
療
課
国
保
年
金
係
［
〒

610 

-01 

  95
（
住
所
記
入
不
要
）

城
陽
市
役
所
国
保
医
療
課
・

☎（
56
）４
０
３
８
］
ま
た 

は
京
都
南
年
金
事
務
所
国
民

年
金
課
［
〒
621 

-85 

  58　

京

都
市
伏
見
区
竹
田
七
瀬
川
町

８
─
１
・
☎
０
７
５（
６
４

３
）２
５
４
７
］
へ
直
接
か

郵
送65

〜
69
歳
の

福
祉（
老
人
）医
療
受
給
者

の
み
な
さ
ん
へ

受
給
者
証
の
有
効
期
限

が
近
づ
い
て
い
ま
す

　

こ
の
制
度
は
、
条
件
に
該

当
さ
れ
る
み
な
さ
ん
が
健
康

保
険
で
医
療
機
関
に
受
診
さ

れ
た
場
合
の
自
己
負
担
金
の

一
部
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

　

現
在
交
付
し
て
い
る
福
祉

（
老
人
）
医
療
受
給
者
証
の

有
効
期
限
は
、
３
月
31
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
受
給
資
格
の
あ

る
人
に
は
、
現
行
と
同
様
の

負
担
割
合
で
４
月
１
日
〜
７

月
31
日
ま
で
有
効
の
受
給
者

証
を
３
月
中
に
送
付
し
ま
す
。

■
こ
れ
か
ら
福
祉
（
老
人
）

医
療
を
申
請
さ
れ
る
人

　

申
請
に
よ
り
医
療
機
関
で

使
用
で
き
る
受
給
者
証
を
交

付
し
ま
す
。

▼
対
象　

65
歳
〜
69
歳
ま
で

の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
で
、
次
の
①
〜
③
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人
（
独

居
世
帯
）　

②
60
歳
以
上
の

人
だ
け
で
構
成
し
て
い
る
世

帯
の
65
歳
以
上
70
歳
未
満
の

人
（
老
人
世
帯
）　

③
所
得

税
が
課
せ
ら
れ
て
い
な
い
世

帯
の
人
（
所
得
税
非
課
税
世

帯
）　

※
①
②
に
は
所
得
制

限
が
あ
り
ま
す　
申
健
康
保

険
証
、
印
か
ん
、
平
成
22
年

１
月
２
日
以
降
に
転
入
し
た

人
は
所
得
証
明
書
を
持
っ
て
、

国
保
医
療
課
へ
直
接　
問
国

保
医
療
課
医
療
係
☎（
56
）４

０
３
９

在
宅
で
要
介
護
高
齢
者�

を
介
護
し
て
い
る
人
に�

慰
労
金
を
支
給

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ず
に
、
要
介
護
高
齢
者
を

家
庭
で
介
護
し
て
い
る
家
族

の
人
へ
、
家
族
介
護
慰
労
金

を
支
給
し
ま
す
。　

▼
対
象　

次
の
①
〜
③
す
べ

て
に
該
当
す
る
要
介
護
高
齢

者
を
常
時
直
接
介
護
し
て
い

る
配
偶
者
ま
た
は
三
親
等
内

の
親
族
な
ど　

①
65
歳
以
上

の
人
で
、
要
介
護
認
定
に
お

い
て
、
要
介
護
４
ま
た
は
要

介
護
５
と
認
定
さ
れ
た
期
間

が
１
年
以
上
継
続
し
て
い
る

人　

②
過
去
１
年
間
、
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
（
１
週
間
程

度
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
利

用
を
除
く
）
を
受
け
な
か
っ

た
人
で
、
そ
の
期
間
中
に
病

院
な
ど
に
３
カ
月
を
超
え
て

入
院
ま
た
は
入
所
し
て
い
な

い
人　

③
１
年
間
引
き
続
き

本
市
に
住
所
を
有
し
、
市
民

税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人

※
介
護
し
て
い
る
人
も
同
様　

▼
支
給
額　

年
額
10
万
円　

申
申
請
書
（
高
齢
介
護
課
に

設
置
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
要
介
護
高
齢
者
の
介
護

保
険
被
保
険
者
証
を
添
え
、

高
齢
介
護
課
へ
直
接　

※
随

時
受
付　
問
高
齢
介
護
課
☎

（
56
）４
０
３
１

興
課　

社
会
教
育
係
☎（
56
）

４
０
４
７
・
社
会
体
育
係
☎

（
56
）４
０
４
８

京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
．Ｃ
．

ア
ウ
ェ
ー
ゲ
ー
ム

市
民
応
援
バ
ス
ツ
ア
ー

▼
日
程　

５
月
８
日（
日
）午

前
８
時
市
役
所
東
玄
関
前
出

発
※
変
更
の
可
能
性
あ
り　

▼
場
所　

鳴
門
・
大
塚
ス
ポ

ー
ツ
パ
ー
ク　

▼
対
戦　

徳

島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
※
午
後
１

時
キ
ッ
ク
オ
フ　

▼
対
象　

市
民
※
往
復
の
乗
車
を
条
件

と
す
る　

▼
定
員　

40
人
※

多
数
の
場
合
は
抽
選　

▼
費

用　

１
人
１
，５
0
０
円
※

当
日
徴
収
。
未
就
学
児
は
保

護
者
１
人
に
つ
き
１
人
ま
で

無
料　
申
４
月
８
日（
金
）消

印
有
効
で
、往
復
ハ
ガ
キ（
１

枚
で
５
人
ま
で
申
込
可
）
に

バ
ス
ツ
ア
ー
希
望
、
代
表
者

の
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
電
話

番
号
、
参
加
者
全
員
の
氏
名

（
ふ
り
が
な
）と
年
齢（
学
年
）

を
明
記
し
、［
〒
610 

-01 

  21　

寺
田
樋
尻
45
─
26　

城
陽
市

教
育
委
員
会
文
化
体
育
振
興

課　

京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
．Ｃ
．応

援
バ
ス
ツ
ア
ー
係
］
へ
郵
送

※
往
復
ハ
ガ
キ
以
外
で
の
申

込
、
重
複
申
込
は
無
効　
問

文
化
体
育
振
興
課
☎（
56
）４

０
４
８

は
じ
め
に

　

今
年
の
冬
は
、
こ
と
の
ほ

か
厳
し
い
寒
さ
が
続
き
ま
し

た
。
よ
う
や
く
春
を
感
じ
る

季
節
と
な
り
、
城
陽
の
ま
ち

に
も
青
谷
梅
林
に
馥ふ

く
郁い

く
と
し

た
香
り
が
漂
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

さ
て
、
平
成
21
年
９
月
、

多
く
の
国
民
の
期
待
の
も
と

に
誕
生
し
ま
し
た
政
権
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
国
政
は
い
ま

大
き
な
混
乱
中
で
あ
り
ま
す
。

平
成
23
年
度
の
予
算
関
連
法

案
の
成
立
が
危
ぶ
ま
れ
て
お

り
、
私
た
ち
地
方
は
危
機
感

を
持
っ
て
見
守
っ
て
お
り
ま

す
。

　

と
り
わ
け
、
子
ど
も
手
当

に
つ
い
て
は
、
大
き
な
混
乱

を
避
け
る
た
め
予
算
を
計
上

し
て
市
議
会
の
審
議
を
わ
ず

ら
わ
す
こ
と
と
い
た
し
て
お

り
ま
す
が
、
国
に
お
い
て
法

案
が
不
成
立
の
場
合
、
法
的

に
は
児
童
手
当
に
戻
る
な
ど
、

市
の
業
務
や
市
民
生
活
に
相

当
な
混
乱
が
生
じ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
政
局
に
対
し
て

い
さ
さ
か
も
申
し
上
げ
る
気

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の

よ
う
な
こ
と
が
生
じ
な
い
よ

う
お
願
い
い
た
す
次
第
で
あ

り
ま
す
。予

算
編
成�

に
つ
い
て

1.�

市
政
運
営
を�

取
り
巻
く
環
境

　

国
に
お
け
る
平
成
23
年
度

予
算
は
、
政
権
交
代
後
、
初

め
て
の
本
格
的
な
予
算
で
あ

り
、「
新
成
長
戦
略
」
お
よ

び
「
財
政
運
営
戦
略
」
に
示

さ
れ
た
新
政
権
の
経
済
・
財

政
政
策
の
基
本
的
な
方
針
の

下
で
、
予
算
編
成
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

地
方
財
政
計
画
に
お
き
ま

し
て
は
、
歳
入
で
は
、
企
業

収
益
の
回
復
な
ど
に
よ
り
、

地
方
税
と
地
方
交
付
税
の
原

資
と
な
る
国
税
の
収
入
が
、

一
定
程
度
回
復
す
る
と
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
歳
出
で
は
、
社
会
保

障
関
係
経
費
な
ど
が
大
幅
な

自
然
増
と
な
る
こ
と
や
、
公

債
費
が
依
然
高
水
準
で
あ
る

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
経
費
全

般
に
つ
い
て
節
減
合
理
化
に

努
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
14
兆
円
を
超
え
る
財
源

不
足
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、

地
方
財
政
は
深
刻
な
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、

少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
る
、

社
会
保
障
分
野
な
ど
の
行
政

需
要
の
一
層
の
増
加
は
、
市

の
歳
入
の
根
幹
で
あ
る
市
税

な
ど
の
減
少
傾
向
と
相
ま
っ

て
、
本
市
の
財
政
構
造
を
圧

迫
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
国
と
地
方
に

お
け
る
財
源
配
分
の
見
直
し

を
強
く
求
め
る
と
と
も
に
、

聖
域
な
き
行
財
政
改
革
を
推

進
し
、
さ
ら
な
る
知
恵
と
工

夫
に
よ
る
施
策
の
展
開
に
よ

り
、
市
民
福
祉
の
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

2.�
平
成
23
年
度�

予
算
編
成

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、

硬
直
化
し
た
財
政
構
造
を
改

善
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
か

ら
緊
急
財
政
健
全
化
計
画
や
、

活
き
生
き
改
革
プ
ラ
ン
な
ど

の
着
実
な
推
進
を
図
る
こ
と

に
よ
り
、
大
き
な
効
果
を
上

げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
行
財
政

改
革
に
よ
る
効
果
額
を
上
回

る
市
税
や
地
方
交
付
税
の
減

少
な
ど
に
よ
り
、
平
成
21
年

度
決
算
で
は
、
29
年
連
続
の

黒
字
を
維
持
で
き
た
も
の
の
、

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す

経
常
収
支
比
率
は
99
・
８
パ

ー
セ
ン
ト
と
な
り
、
依
然
と

し
て
財
政
構
造
の
硬
直
化
が

続
い
て
い
ま
す
。
財
政
健
全

化
法
に
よ
る
各
指
標
は
、
す

べ
て
基
準
内
で
は
あ
り
ま
す

が
、
公
共
下
水
道
事
業
会
計

の
赤
字
決
算
な
ど
、
厳
し
い

財
政
状
況
に
変
わ
り
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況

が
続
く
中
、
平
成
23
年
度
予

算
編
成
に
お
き
ま
し
て
は
、

財
政
健
全
化
の
取
り
組
み
を

継
続
し
つ
つ
、
私
の
公
約
に

掲
げ
た
施
策
・
方
針
の
着
実

な
実
現
と
と
も
に
、
①
次
の

時
代
を
目
指
し
た
予
算
、
②

少
子
高
齢
化
に
配
慮
し
た
予

算
、
③
安
心
・
安
全
に
配
慮

し
た
予
算
の
編
成
を
行
い
、

「
市
民
が
幸
せ
に
活
き
生
き

と
暮
ら
せ
る
、
次
の
時
代
に

つ
な
ぐ
予
算
」
と
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
当
初
予
算
の

全
体
の
予
算
規
模
と
構
成
で

あ
り
ま
す
が
、
一
般
会
計
総

額
は
２
４
８
億
５
，５
０
０

万
円
と
し
、
平
成
22
年
度
に

比
べ
、
２
億
３
，３
０
０
万

円
、
０
・
９
パ
ー
セ
ン
ト
の

減
、
特
別
会
計
を
含
む
７
会

計
の
合
計
で
は
、
４
４
８
億

３
，９
０
０
万
９
千
円
と
し
、

前
年
度
比
２
億
７
，９
７
８

万
９
千
円
、
０
・
６
パ
ー
セ

ン
ト
増
の
予
算
と
い
た
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
規
模
で
は
、
扶

助
費
や
物
件
費
が
前
年
度
よ

り
増
加
し
ま
し
た
が
、
人
件

費
お
よ
び
公
債
費
を
削
減
し

た
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
よ

り
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

借
換
債
を
除
い
た
実
質
の
予

算
規
模
で
は
、
０
・
３
パ
ー

セ
ン
ト
の
増
加
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

市
税
等
が
減
少
す
る
な
ど

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

各
種
施
策
を
着
実
に
進
め
る

た
め
の
堅
実
な
予
算
編
成
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

平
成
23
年
度
の�

主
要
施
策

（1）�

環
境
を
生
か
し
た�

秩
序
あ
る�

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

○
山
砂
利
対
策
の
推
進

・
産
業
廃
棄
物
の
搬
入
防
止

と
安
心
・
安
全
な
埋
め
戻

し
・
ダ
ン
プ
専
用
道
路
の
全
車

両
完
全
通
行
に
向
け
た
指

導
・
東
部
丘
陵
地
整
備
計
画
の

取
り
組
み

・
地
下
水
保
全

○
緑
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
の
推
進

・
緑
の
基
本
計
画
の
見
直
し

・
木
津
川
右
岸
運
動
公
園

（
仮
称
）の
早
期
供
用
開
始

○
駅
前
整
備
の
促
進
と
公
共

交
通
の
充
実

・
Ｊ
Ｒ
長
池
・
山
城
青
谷
駅

周
辺
の
整
備

・
Ｊ
Ｒ
奈
良
線
全
線
複
線
化

へ
の
取
り
組
み

・
近
鉄
寺
田
駅
周
辺
の
整
備

促
進

・
近
鉄
京
都
線
連
続
立
体
交

差
化
事
業
へ
の
取
り
組
み

・
城
陽
さ
ん
さ
ん
バ
ス
の
利

用
促
進

○
新
名
神
高
速
道
路
の
整
備

第
１
の
基
本
姿
勢

安
心
・
安
全
の

ま
ち
づ
く
り

第
１
の
基
本
姿
勢

安
心
・
安
全
の

ま
ち
づ
く
り

促
進

・
早
期
完
成
、
全
線
整
備
に

向
け
た
積
極
的
な
取
り
組

み
○（
仮
称
）久
世
荒
内
・
寺
田

塚
本
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業
の
推
進

○
上
水
道
の
安
定
供
給
と
上

下
水
道
の
経
営
基
盤
の
強

化
・
安
全
で
安
定
的
な
水
道
水

の
供
給

・
大
口
使
用
者
の
加
入
促
進

・
コ
ン
ビ
ニ
収
納
制
度
の
導

入
（2）�

快
適
、
安
全
で�

住
み
よ
い�

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

○
消
防
・
防
災
体
制
の
充

実
・
強
化

・
消
防
体
制
の
充
実
・
強
化

・
救
助
工
作
車
の
更
新

・
救
急
車
の
適
正
利
用
・
救

急
体
制
の
強
化
の
促
進

・
防
火
対
策
の
充
実

・
消
防
団
員
の
士
気
高
揚
と

団
結
力
、
災
害
対
応
力
の

強
化

・
デ
ジ
タ
ル
移
動
系
防
災
無

線
の
運
用
開
始

・
災
害
時
要
配
慮
者
の
避
難

支
援
対
策
へ
の
取
り
組
み

・
耐
震
改
修
の
促
進

○
防
犯
対
策
の
推
進

○
環
境
施
策
の
推
進

・
環
境
基
本
計
画
に
基
づ
く

施
策
の
推
進

・
新
た
な
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
の
導
入
の
検

討
○
ご
み
減
量
と
資
源
の
有
効

活
用

・
燃
や
す
ご
み
・
燃
や
さ
な

い
ご
み
な
ど
の
全
面
委
託

化
の
実
施

・
大
型
ご
み
の
収
集
回
数
の

拡
充

・
廃
食
用
油
の
回
収
拡
大
に

向
け
た
取
り
組
み

・
ク
リ
ー
ン
運
動
の
推
進

○
道
路
・
河
川
の
整
備
促
進

・
都
市
計
画
道
路
の
整
備
促

進
・
国
道
、
府
道
の
整
備
促
進

・
生
活
道
路
の
整
備

・
踏
切
の
安
全
対
策

・
河
川
の
整
備

○
交
通
安
全
の
推
進

（1）�

み
ん
な
で
築
く�

福
祉
の�

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

○
地
域
福
祉
の
推
進

・
福
祉
関
連
施
策
の
展
開

○
高
齢
者
福
祉
の
推
進

・
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計

画
お
よ
び
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
の
策
定

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

施
設
整
備
へ
の
支
援

・
認
知
症
高
齢
者
対
策
の
推

進
・
シ
ル
バ
ー
農
園
の
建
築
物

へ
の
対
応

○
市
民
の
健
康
づ
く
り
の
推

進
・
健
康
づ
く
り
計
画
の
次
期

計
画
策
定
に
向
け
た
取
り

組
み

・
妊
婦
健
康
診
査
の
公
費
助

成
の
継
続

・
子
宮
頸
が
ん
・
ヒ
ブ
・
肺

炎
球
菌
の
予
防
接
種
の
全

額
公
費
助
成

・
国
民
健
康
保
険
事
業
の
推

進
・
後
期
高
齢
者
医
療
の
推
進

○
障
が
い
者
福
祉
の
推
進

・
ふ
た
ば
園
の
移
転
改
築

（2）�

健
や
か
な
心
身
を�

育
み
、
豊
か
な
文
化�

を
創
造
す
る�

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

○
学
校
教
育
の
充
実

・
義
務
教
育
施
設
の
整
備
と

充
実

・
学
校
給
食
の
充
実

○
青
少
年
健
全
育
成
の
推
進

○
子
育
て
支
援
と
就
学
前
教

育
の
充
実

・
じ
ょ
う
よ
う
冒
険
ラ
ン
ド

プ
ラ
ン
の
積
極
的
な
取
り

組
み

・
子
育
て
支
援
医
療
の
充
実

・
寺
田
西
保
育
園
と
枇
杷
庄

保
育
園
の
統
合
新
設
に
向

け
た
取
り
組
み

・
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
推
進

・
深
谷
幼
稚
園
の
跡
地
の
活

用
に
向
け
た
取
り
組
み

・
就
学
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シュンランの花後の管理
　愛らしい花をひっそりと咲か
せるシュンランは里山の春を代
表する野生ランです。今回はシュ
ンランの育て方についてご紹介
します。
☆春を告げる野の花
　シュンランは、シンビジュームの仲間で、北海道から九
州にかけて分布するほか、中国や朝鮮半島にも生育してい
ます。雑木林やアカマツ林など、やや乾いた明るい林床に
生育し、花の形や色、葉に斑模様があるものなど生育地ご
とに特徴があり、こうした点から愛好家が多い植物です。
☆植え替えと株分け
　３月下旬頃には花も終わりに近づき、今から５月上旬頃
が植え替え、株分けの適期です。植え替えは３年に１回程
度で、混んだ株は、同時に株分けを行います。鉢は深めの
ものを用意します。シュンランなどの東洋ランの根は空気
を好むため、腰高のラン鉢に植えることで、水やりの際に
鉢底から勢いよく水が流れ出し、それに伴って鉢内に新し
い空気が引き込まれます。まず、株を鉢から抜き取り、古
い土と枯れた黒い根を取り除き、鉢底にゴロ土を入れ、植
えつけます。用土は軽石や日向土などの水はけのよいもの
か、市販の東洋ラン用の土を使用します。株分けを行う場
合は、葉の付け根の太い茎（バルブ）を３個以上つけて株を
分けます。植えつけた後は十分に水やりを行います。鉢の
置き場所としては春夏は西日の当たらない風通しのよい場
所でよしずや遮光ネットの下で管理し、水やりは２日に１
回（真夏は１日１回）程度行います。秋冬は、霜の当たらな
い明るい場所で管理し、水やりは１週間に１回程度、真冬
は２〜３週間に１回程度、午前中の暖かい時
間に行うようにします。
詳しいことは、緑の相談員にお尋ねください。
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▲施政方針演説を行う
橋本昭男市長
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平成23年度
水質検査計画

　市民のみなさんに安全な水道水を安
心して使用していただくため、事業年
度前に水質検査計画をお知らせしてい
ます。
　この計画では、平成23年度に予定
している水道水水質検査の項目や頻度
などを定めています。また、平成22
年度に実施した水質検査の結果もお知
らせしています。

▼計画書の設置場所　市役所・図書館
（行政情報資料コーナー）・上下水道部
窓口　※市ホームページにも掲載して
います　問工務課☎（52）2442

平成23年（2011年）3月21日　（�）（�）　市の木−梅・市の花−花しょうぶ・市の鳥−しらさぎ

☆ホームページアドレス☆　http://www.city.joyo.kyoto.jp/　�☆携帯電話版☆　http://www.city.joyo.kyoto.jp/m/�
※右の二次元コードからもアクセスできます（一部機種を除く）

買物は城陽市内で行いましょう問…問い合わせ　申…申込方法　詳しくはそれぞれへお問い合わせください
この広報紙は再生紙および大豆油インキを使用しています



スポー
ツ

スポーツセンター☎（55）6222

①インドアでソフトテニスを
　楽しもう

▼日時　４月４日～25日の毎
週月曜日※全４回　９：00～
13：00（指導は10：00～11：
30）　 ▼対象　小学生以上　 ▼

費用　１回300円　※申込不要
②バドミントン教室《Ⅰ》

▼日時　４月14日～７月７日
の毎週木曜日（５/５は休み）※
全12回　10：00～12：00　

▼対象　18歳以上※高校生不
可　 ▼費用　4,800円（初日徴
収）　 ▼講師　市バドミントン
協会　申３月21日（祝）９：00
から直接か電話
③エアロビクス教室《Ⅰ》

▼日時　○午前の部…４月11日
～５月30日の毎週月曜日※全８
回　10：00～11：00　○夜間
の部…４月14日～６月９日の
毎週木曜日（５/５は休み）※全
８回　19：30～20：30　 ▼対
象　18歳以上　 ▼定員　各先
着30人　 ▼費用　3,200円（初
日徴収）　 ▼講師　○午前の部
…安部淳子氏　○夜間の部…植
西裕子氏　※夜間の部は大きめ
のバスタオルまたはマット持
参　 申３月22日（火）９：00か
ら直接か電話
④�女性のためのスポーツ�
レクリエーション教室《Ⅰ》
毎回異なる種目を行います

▼日時　４月15日～６月３日
の毎週金曜日（４/29・５/６は
休み）※全６回　10：00～11：
30　 ▼対象　18歳以上の女性　

▼ 定員　先着40人　 ▼ 費用　
1,500円（初日徴収）　申３月21
日（祝）９：00から直接か電話
①②③④いずれも

▼場所　市民体育館　 ▼その他　
体育館シューズ持参。ケガなど
については応急手当のみ実施。
①②はラケットの貸し出しあり

官公署
など

青谷学園�
リサイクル自転車の販売会

▼日時　３月27日（日）10：00
から　 ▼場所　市役所駐車場　

▼販売予定台数　12台※希望
者多数の場合は話し合い　 ▼費
用　4,500円から（防犯登録料
500円別途）　問障害者支援施
設DO☎（55）8800

第31回府女性の船参加者募集�
【訪問地】北海道（旭川市）

▼日程（予定）　６月17日（金）～
20日（月）［事前研修］６月５日
（日）［事後研修］７月31日（日）　

▼内容　講義、テーマ別学習会、
全体発表・意見交換会、現地活
動団体との交流、現地見学など　

▼対象　府内在住の20歳以上
の女性（平成23年４月１日現在）
で、事前研修から事後研修まで
のすべてに参加できる人　 ▼費
用　40,000円程度　申４月15
日（金）までに、申込書（ぱれっ
とJOYOに設置※京都府のホー
ムページからもダウンロード
可）と作文「私の活動の成果と
課題」（400～800字）をぱれっ
とJOYOへ直接持参　問府男女
共同参画課☎075（414）4291

求人検索機が�
新しくなりました�
『城南パートバンク』

　正社員の相談や紹介も行って
いますので、ぜひご利用くださ

い。※雇用保険・訓練関係の手
続きなどは行っていません

▼場所　宇治市大久保町上ノ山
43-1　藤和ライブタウン「宇治
大久保」１階　 ▼開所時間　８：�
30～17：00（土・日曜日、祝
日を除く）※駐車場なし　問城
南パートバンク☎（46）4010

文パル
通信

図書館☎（53）4000

【ドラマ本コーナーのご案内】
　大河ドラマ「江～姫たちの戦
国～」に関連する資料を揃えま
した。貸出中のものは予約でき
ます。※12月末まで

▼場所　２階カウンター前

五里ごり館☎（55）7611

【臨時休館のお知らせ】
　展示替えのため３月24日
（木）～31日（木）は臨時休館し
ます。

問…問い合わせ　　申…申込方法

寺田コミセン☎（55）0010　FAX（55）0197　〒610-0121 寺田今堀1
アートフラワー教室
４月13日（水）・20日（水）13：30～15：30　衣川富士子氏

先着20人・材料費1,300円
申材料費を添え来館

第21回うたごえ喫茶
～昔懐かしい青春時代の喫茶店～
４月23日（土）13：30（開場13：00）～15：30 矢島有里氏

先着40人
参加費200円（飲物代ほか）
申参加費を添え来館（整理券配布）

今池コミセン☎（56）0525　FAX（56）6041　〒610-0117 枇杷庄知原15−1
健康ハイキング～十一面観音と桜～
寿宝寺、飯岡古墳、桜づつみ奈島緑地ほか※約８キロ
４月３日（日）９：30近鉄三山木駅集合、15：00枇杷庄
緑地解散　※少雨決行

先着25人
参加費500円（拝観料ほか）※交
通費実費。当日徴収
申３月22日（火）から来館か電話

歴史・文学散歩～田原本～
浄照寺、鏡作神社、唐古鍵考古学ミュージアム
４月７日（木）近鉄新田辺駅８：45集合・16：00解散
※少雨決行　万葉研究家　小谷　豊氏

先着25人
参加費1,200円（拝観料、昼食代
ほか）※交通費実費。当日徴収
申３月22日（火）から来館か電話

編み物教室～春を装うかんたんな手編みのベスト～
４月12日・19日・26日、５月10日のいずれも火曜日
※全４回　13：30～15：30
木村幸子氏

先着15人
材料費3,500円※当日徴収　
申３月22日（火）10：00から来館
か電話※見本あり

青谷コミセン☎（53）8273　FAX（56）6042　〒610-0114 市辺五島7−1
歴史散歩
～吉野の桜と史跡（蔵王堂から吉水院）を訪ねて～
４月12日（火）コミセン８：20集合・16：30帰館予定
※市のバス利用。雨天決行　出島義男氏

先着30人
参加費500円（資料代、駐車料ほか）
申３月22日（火）から来館

北部コミセン☎（55）1001　FAX（56）6032　〒610-0101 平川広田67
ドミノあそび～約3,000個の木製ドミノを並べて遊ぶ～
３月26日（土）13：30～15：30

※幼児（保護者同伴）～中学生対象
申込不要・無料

春風ウオーキング～石清水八幡宮～
３月27日（日）９：00コミセン出発、12：30現地解散
※片道徒歩約８キロ。雨天中止

抽選20人※健脚の人対象
無料
申３月22日（火）９：45に来館抽選

趣味教養講座　てまひまの会
～シニアのためのピアノ講座（グループレッスン）～
４月５日・19日、５月17日・31日、６月14日・28日
いずれも火曜日13：00～15：00
梶原香織氏

抽選15人※50歳以上で全日参加
できる初心者・参加費1,100円（テ
キスト代ほか）
申３月22日（火）10：00に参加費
を添え来館抽選

◆申し込みや問い合わせは、各コミセンへ　［開館時間］９：00～21：00（申込は17：00
まで）　［３月の休館日］○東部・青谷・北部・南部・今池コミセン…月・祝　○寺田コミ
セン…22日（火）・23日（水）・28日（月）

消費生活センター
☎（56）4052

く
ら
し
の １ 1 0 番

売却しているため、特定商取引法の対象外と
なり、クーリングオフはできません。また、
いったん業者に品物を引き渡すと、あとで返
品を申し出ても、「すでに処分した」「解約返
品はできない」とほとんどの場合返品されま
せん。
　一度使用された物品などの取り引きを行う
業者は、古物商として公安委員会の許可が必
要です。許可業者であるかどうか、あわせて
業者名・住所・連絡先を確認し、これに応じ
ない業者との契約は避けるべきです。
　突然買い取りの電話や訪問があっても、よ
く考え、慎重に対応しましょう。

　貴金属の買取業者に関する相談が関西地方
を中心に急増しています。「勧誘が強引で、
怖かったので買い取りに応じてしまった」「買
取価格が安すぎると思い解約を申し出たが応
じてくれない」「売るような商品はないと断
ったら、金歯でもいいとすごまれた」といっ
た苦情があります。
　買い取りの場合は、消費者が物品を業者に

貴金属買取トラブル急増中

第１回調理師試験・製菓衛生師試験
問山城北保健所☎（21）2912

試験名 調理師 製菓衛生師

願書
配布

４月15日（金）まで ４月22日（金）まで
山城北保健所・田辺総合庁舎
土・日曜日、祝日を除く９：00～12：00・13：00～17：
00※最終日は16：30まで

願書
受付

４月11日（月）～15日（金） ４月18日（月）～22日（金）
提出先は願書配布場所と同じ※郵送不可
９：30～11：30・13：30～16：30

試験
日程

５月29日（日）10：00～12：00
長浜バイオ大学 京都CAMPUS烏丸学舎

受験料 6,100円 9,400円

消防署・消防本部
からのお知らせ

☆応急手当講習会～あなたは愛する人を救えますか～

▼日時　４月24日（日）９：00～12：00　 ▼場所　消防署　

▼内容　心肺蘇生法の基礎知識と実技（AEDの使用を含む）　

▼対象　市内在住・在勤の人、各種団体など　 ▼その他　希
望者多数の場合は受付順。定員に満たない場合は中止。以前
受講した人も再受講可　☆受講者には修了証などを進呈
申・問消防署警防課救急係[☎（54）0116、Fax（54）0114]
へ電話かファクス
☆子どもの火遊び、大人の責任です
　子どもたちにとって楽しい春休みが始まります。子どもは
好奇心が旺盛で、夢中になると危険なことにも気がつきませ
ん。マッチ・ライターなどは、子どもの手の届かないところ
で管理するとともに、火遊びによる火災の怖さをしっかり教
えましょう。
問消防本部予防課☎（54）0115

　市内では、市民の足として城陽さんさんバスが３路線運行
されており、市は、バスを運行する京阪宇治バス㈱に運行経
費の一部や車両購入費の補助を行っています。このうち運行
経費ついては、運賃収入が一定額を超えると、補助金額が減
少する（市の負担の軽減）仕組みになっています。
　このバス路線を継続していくためには、バス事業者の経営
努力はもちろんのこと、沿線住民のみなさんのバス利用によ
る支援が必要となります。とりわけ『城陽団地循環線』につ
いては運行開始以来、『鴻ノ巣山運動公園近鉄寺田線』『水主
鴻ノ巣台線』と比べ利用者が少ない状況が続いています。
　市民のみなさんには、城陽さんさんバスをより一層ご利用
いただきますようお願いします。

▼１台平均乗車人数（平成22年４月〜平成23年１月調査）　
○鴻ノ巣山運動公園近鉄寺田線5.2人　○城陽団地循環線
2.7人　○水主鴻ノ巣台線4.5人

城陽さんさんバスに乗ろう！
問まちづくり推進課☎（56）4027

（�）平成23年（2011年）3月21日

休日急病診療所☎（55）1112
（内科・小児科）

▼場所／保健センター内〔歯科は宇治市休日急病診療所☎（39）9430〕

▼受付時間／９：５０〜１１：３０・１３：００〜１６：３０　※日曜日・祝日のみ
蛇口からそのまま飲める　安くて安全　おいしい城陽の水道水


